
 

  
平川市男女共同参画情報誌 

きあらひらかわ 

～互いに認め、支えあう、男女（ひと）がきらめく平川市～ 

第２０号 平成２９年８月１５日発行 

「父子手帳」の発行と「パパママ教室」の開催 
～平川市ではイクメンを応援します！～ 

（写真は６月開催「パパママ教室(イクメン教室）」より） 

「きあら（chiara）」はイタリア語で「光り輝くもの」「よろこびをもたらすもの」を意味します。

平川市男女共同参画推進プランの基本理念である「互いに認め、支えあう、男女(ひと)がきらめく

平川市」のとおり、輝く未来を見つめながら性別にかかわらず一人ひとりがお互いを認め、自分ら

しさを十分に生かせる平川市をめざしたいという願いを込めています。 

 「父子手帳」では、妊娠期から６歳児までの年齢ごとの特徴や、事故防止・病気ケアなど、い

ざという時に役立つ情報や平川市の子育てについてのお役立ち情報を紹介しています。「パパの

心得」や「パパができること」を中心にまとめたパパ向けガイドブックです。 

 現在、市内の子ども園や保育園などを通じて約 9００部を発行しています。 

 平川市では、共働きの家庭が増える中、パパの積極的な子育て参加を促し、パパにも子育ての

関わり方や育児の基礎知識を知ってもらい、子育ての楽しさ・喜びを夫婦で分かち合うことを目

的に「父子手帳」の発行と「パパママ教室（イクメン教室）」の開催を実施しております。 

 ６月１５日（木曜日）に開催された「パパママ教室（イクメン教室）」では１７名が参加して、

パパの妊婦体験や沐浴体験、赤ちゃんの抱き方やおむつの替え方など、これからの子育てに役立

つ知識を学んでいました。 

 今後も平川市では、様々なかたちでパパの子育て参加を応援していきます！ 
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「イクボス宣言」を実施する企業を支援します！ 

 市では、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に配慮した職場環境づくりに取り組む

市内企業を増やし、企業における従業員の士気や生産性の向上、優秀な人材の確保や定着、企業イ

メージの向上を支援するとともに、活気のあるまちづくりに資するため、「イクボス宣言」を実施す

る企業に対し、必要経費を助成します。 

○ 内容について 

１．対象企業  市内に事業所を有する企業（複数企業での申請も可） 

２．対象経費  「イクボス宣言」実施に係る講師の招へい費用（報償費及び旅費） 

３．助 成 率  対象経費の１００％（上限 ２０万円） 

４．事業期間  平成３０年３月１６日までに実施したもの※申請は平成３０年２月末まで 

※詳しくは市ホームページなどをご覧ください。 

平成２９年度平川市男女共同参画推進事業 

男女共同参画“口演会”開催決定！ 

日 時  ２０１７年１０月１８日（水）１８：３０～２０：００ 

（開場１８：００）     

 

場 所  平川市生涯学習センター２階 多目的ホール（尾上分庁舎） 

 

講 師  矢野
や の

 大和
たいわ

 氏（大分県在住） 

 平川市では、「第３次平川市男女共同参画推進プラン」に基づき、男女共同参画社会

の実現にむけて、講演会を実施します。 

 詳細や申込み方法などにつきましては、９月上旬に回覧板や市ホームページにてお

知らせいたします。 

【講師プロフィール】 

  昭和３３年、大分県宇目町（現：佐伯市）の鷹鳥屋神社の長男と

して生まれ、宇目町役場に就職した。 

合併後の佐伯市役所を５０歳で退職した後、鷹鳥屋神社の宮司は

もちろん。おおいた観光特使などの役職を務めている。 

高校時代に始めた落語が嵩じ、話の中に笑いを入れることから、

「講演」を「口演」として、ここ１０年間、毎年４００回を超える 

口演を行っている。 

「年金がもらえる６５歳までは月３０回以上の口演を頑張る」との 

目標を持っている。 


